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美
郷
町
議
会
の
第
二
回
臨
時
会
が
二
月

八
日
、
千
畑
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
財
産
の
取
得
や

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
、
平
成
十
六

年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十

四
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

【
可
決
さ
れ
た
議
案
】

●
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

●
大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
大
仙

美
郷
環
境
事
業
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
　
三
月
二
十
二
日
か
ら
大
仙
市
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
①
消
防
団
員
の
被
服（
絆
天
、
活
動
服

一
式
、
幹
部
等
盛
夏
服
一
式
）を
購
入

し
ま
す
。

　
②
六
郷
保
育
園
及
び
仙
南
保
育
園
の
厨

房
機
器
を
購
入
し
ま
す
。

●
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　
　
町
営
住
宅
や
千
屋
松
杉
並
木
地
内
で

の
車
両
へ
の
落
雪
事
故
な
ど
四
件
の
事

故
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
次
の
四
つ
の
工
事
請
負
契
約
の
一
部

を
変
更
し
ま
す
。

　
・
黒
沢
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備
工
事

　
・
東
部
地
区
簡
易
水
道
配
水
池
築
造
工

　
事

　
・
東
部
地
区
簡
易
水
道
新
設
工
事

　
・
公
共
下
水
道
工
事

●
平
成
十
六
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

●
平
成
十
六
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
郷
町
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
　
福
雄

　
こ
の
た
び
美
郷
町
教
育
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
生
美
郷
町
の
教

育
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
合
併
と
同
時
に
旧
町
村
か
ら
引
き
継

い
だ
教
育
的
課
題
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

を
精
査
し
、
緊
急
度
合
い
や
地
域
的
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
中
期
的
計
画
を
作

美
郷
町
の
初
代
教
育
長
に

　
　
　
　
　
　

橋
　
福
雄
　

氏（
美
郷
町
畑
屋
）

　
美
郷
町
の
初
代
教
育
長
に
昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、

橋
福
雄
氏

（
美
郷
町
畑
屋
、
旧
千
畑
町
教
育
長
）が
就
任
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
二
年
間
で
す
。◆

　
美
郷
町
の
教
育
委
員
は
昨
年
十
一
月
一
日
の
合
併
と
同
時
に
、
町
長

職
務
執
行
者
の
専
決
処
分
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
同
日
開
か
れ
た
暫
定
教

育
委
員
会
で
暫
定
の
教
育
長
に

橋
氏
を
互
選
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昨
年
十
二
月
に
開
か
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
新
町
長
が

教
育
委
員
五
人
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
得
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
月

二
十
一
日
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
で
再
び
互
選
さ
れ
、
正
式
に
教
育

長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

成
し
、
学
校
教
育
、
幼
児
教
育
、
社
会
教

育
全
般
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び
や
す
い

環
境
、
教
師
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
が
悪
化
し
て
お
り
、
通
常
の
感
覚
で

は
理
解
で
き
な
い
事
件
が
全
国
的
に
頻
発

し
て
お
り
、
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。
何

か
歪
ん
だ
部
分
を
浄
化
で
き
な
い
も
の

か
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
未
来
あ
る
美
郷
の
子
ど
も
た
ち
が
、「
豊

か
な
心
」と「
生
き
る
力
」を
培
い
、
次
の
時

代
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。
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「
想
い
と
ジ
レ
ン
マ
」

　
こ
こ
何
年
と
な
か
っ
た
豪
雪
に
随
分
と
汗

を
か
か
せ
ら
れ
た
二
月
か
ら
、
よ
う
や
く
春

の
足
音
が
聞
こ
え
る
三
月
に
入
り
ま
し
た
。

美
郷
町
と
し
て
初
め
て
迎
え
た
冬
で
し
た
の

で
、
除
雪
に
関
わ
る
職
員
は
体
と
気
を
使

い
、
町
も
相
応
の
予
算
を
使
い
ま
し
た
が
、

様
々
な
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予
測

で
き
な
い
雪
に
限
り
あ
る
人
員
で
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
来
年
に
向
け
て
の

検
討
課
題
で
す
。

　
さ
て
、
今
月
は
卒
業
の
月
。
美
郷
町
内
で

も
三
つ
の
中
学
校
、
七
つ
の
小
学
校
で
共
に

学
ん
だ
友
、
校
舎
と
の
別
れ
に
涙
す
る
卒
業

式
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
式
は
特
別
な
も
の
で

す
の
で
、
私
と
し
て
も
何
と
か
出
席
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
体
一
つ
に
つ
き
残
念

な
が
ら
す
べ
て
に
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
時
期
ほ
ど
孫
悟
空
に
憧
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
何
と
か
分
身
を
作
り
た
い
気
分
で

す
。

　
し
か
し
世
の
中
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い

こ
と
が
多
い
の
が
常
で
す
。
そ
う
思
い
直
し

な
が
ら
、
出
席
で
き
な
い
学
校
に
心
の
中
で

お
詫
び
し
て
お
り
ま
す
が
、
三
月
は
こ
う
し

た
想
い
を
抱
く
も
の
が
他
に
も
あ
り
ま
す
。

予
算
で
す
。
こ
れ
も
な
か
な
か
思
い
通
り
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
今
年
の
予
算
案
編
成
は
殊

の
ほ
か
大
変
で
し
た
。

　
私
は
仙
南
の
助
役
時
代
か
ら
通
算
八
回
、

こ
の
作
業
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
か
つ
て
な
い
経
験
で
し
た
。
旧
三
町

村
の
継
続
事
業
や
積
み
残
し
事
業
へ
の
対

応
、
旧
三
町
村
間
で
格
差
の
あ
る
制
度
の
統

一
化
な
ど
で
支
出
が
増
大
す
る
一
方
で
、
収

入
は
減
少
し
、
取
り
崩
す
貯
金
も
少
な
い
状

況
。
は
じ
め
の
段
階
で
は
三
十
二
億
円
の
収

入
不
足
で
し
た
。
何
と
か
切
り
詰
め
、
格
差

を
約
七
億
円
ま
で
調
整
し
ま
し
た
が
、
万
策

尽
き
、
貯
金
を
下
ろ
す
こ
と
で
帳
尻
を
合
わ

せ
ま
し
た
。
大
切
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
業

は
守
り
な
が
ら
も
、
我
慢
し
て
も
ら
い
た
い

内
容
も
含
む
予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。
想

い
に
近
づ
け
ば
財
政
は
逼
迫
し
、
財
政
を
考

え
れ
ば
想
い
に
は
近
づ
け
な
い
。
ジ
レ
ン
マ

で
す
。
心
の
中
で
皆
さ
ん
に
お
詫
び
し
な
が

ら
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
こ
と
を
信
じ
て
編

成
作
業
に
当
た
っ
た
次
第
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
や
り
く
り
」
に
は
多
少
の
自

信
は
あ
り
ま
し
た
が
、
美
郷
の
予
算
の
や
り

く
り
、
こ
れ
は
か
な
り
厳
し
い
ぞ
〜
。
体
も

頭
も
フ
ル
回
転
で
す
。

ふれあい談話室 移 動 町 長 室ふれあい談話室 移 動 町 長 室

美郷町長

松　田　知　己

　町長が各庁舎に出向き、来庁された町民のみなさん
から町政へのご意見やご要望を直接お伺いします。
　個人でも団体でもお気軽にお立ち寄りいただき、町
長へ直接お話ください。

あなたの〝声〟を町長に直接伝えませんか

役場（六郷庁舎）町長公室　秘書広報班　184－1111（内線1225）
問い
合わせ

3月の

期　　日 時　　間 場　　所

　3月22日（火）
役場仙南庁舎2階
応接室（元村長室）

　
3月23日（水） 役場六郷庁舎2階　町長室

　3月24日（木）
役場千畑庁舎1階

　
　 応接室（元町長室）

午後5時～
午後6時30分

曜　　日 時　　間 場　　所
毎週火曜日 役場仙南庁舎
毎週木曜日 役場千畑庁舎

　町長が毎週1日、役場千畑庁舎と仙南庁舎で
執務していますので、ご用のある方はお立ち
寄りください。
　なお、会議への出席等により、不在の場合
や実施できない場合があります。

町長が週1日 役場千畑庁舎と仙南庁舎で執務

午前9時～
　　　午後3時

本町出身で東京大学総長の佐々木毅さん（右）が2月4
日、役場六郷庁舎を訪れ、松田町長と会談。美郷町
誕生を祝う記念色紙をお贈りいただきました。

写

真


